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1. 流行調査:対象は 1966年 2 月から 1967年 6 月までにのべ12回の流行があった大阪市近郊の 11施設
である。これらの流行の疫学的研究および臨床症状を診察とアンケート調査により詳しく観察した。
血清学的には対血清を用いて，風疹ウイルスに対する赤血球凝集抑制抗体 (HI 抗体)価を測定した。
1 )流行は 2 月から 6 月におこり，既往歴のないもののうち擢患したものの率を各学級単位でみると，




3) 学級の流行では，その学級の患者が流行前未擢患者のうち 20%を占める早期に 5 ~10日間学級閉
鎖を行なうと流行防止の効果があった。
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4) 本疾患の潜伏期は13~16日(小児収容施設では15~20日)であった。臨床症状については， 70% 
が無熱で，リンパ節腫脹は91%にみられた。一般に軽症で本調査では合併症などはみられなかった。
5 )家族内の二次感染による患者では， 4~9才の小児に多くみられたが， 25才と 36才の母親が各 1
人づ、ついた。
6) 未擢患者で流行期間中に臨床症状を示さずに，風疹 HI 抗体価が 4倍以上の上昇を示したものを
とると，不顕性感染率は幼稚園児 0~9%，小学校 1~2 年生 o ~42%，小学校 4~6 年生では O~
8%であった。
7) 再確患者はいなかったが，風疹曜患後に再び、翌年の流行に遭遇し，その際追加免疫効果を 1 例に
誌!めた。
8) 不顕性感染率と患者初発日から第 1 回採血までの日数との相関関係をみると流行早期に採血する
ほど不顕性感染率が高率に検出される。
9 )病日と HI 抗体価の関係では， 1 週間目から抗体の上昇がみられて， 2 週で最高となり，以後徐
徐に低下していくが， 2 年後 HI 抗体価 2“とかなり高値を持続する。
10) 不顕性感染者の抗体価は，顕性感染者に較べ，一般に低い。
11) 小児収翻包設で 2 年連続で風疹の流行があったが，流行後に風疹凹抗体陰性者が，なお，幼児
78%，学童19%いた o
II. 風疹ワクチンの試験接種: 1968年 1 月から 1973年 1 月までの約 6 年間に 1 才から 12才の幼児なら
びに学童計 169人， 13才から 23才の女子22人に RA%ワクチンおよび継代歴の異る T0336株，TCRB21 
株，松浦株によるワクチン 10種類について接種を行い，臨床反応，抗体産生および抗体の持続につい
て観察および、検討を行った。
1 )ワクチン接種後，重篤な臨床反応を示すものは 1 例もなかった。
2) 風疹生ワクチンによる抗体陽転率は93~100%であった。
3) 風疹生ワクチン接種後 2~3週で抗体の上昇があり， 4 週後にほぼ頂点に達する。
4) 風疹生ワクチンによる抗体持続は， 2 年後で平均 HI 抗体価は 2ωであった。
5 )周囲の非接種者へのワクチンウィルスの伝播はみられなかった。





②学級の未擢患者のうち 20%が擢患するまでに学級閉鎖を 5 ~10日間行うと流行防止の効果があった。
③本疾患は， 2 ~ 6 月に多く，潜伏期は13~16日(小児収容施設では15~20日)，症状は一般に軽症で，
予後良好であった。
④幼児の擢患率は学童にくらべ著しく低く， 1: 10の割合であった。
⑤風疹生ワクチンは，いずれも副反応もほとんどなく，抗体産生良好でト，周囲への伝播性も認められ
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ないから，きわめて有用なものと云える。
論文の審査結果の要旨
本論文は，妊娠初期擢患時の先天風疹による奇形発生のため，その予防が重視されている風疹に関
しての研究である。多くの小学校・幼稚園・施設の流行に際して精力的に調査を行い，風疹の潜伏期
の確定，不顕性感染の高率などを明らかにした点は高く評価される。又，学級閉鎖の効果およびその
意義についての検討があり，この結果をもって学校保健に貢献できるものである。
現在開発されている段階の風疹生ワクチンについて種々の対象を選んで接種を行い，その有用性を
確認したことは，将来の先天奇形の防止に対して，力強い第一歩を踏み出したことになり，価値ある
ものと認められる。
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